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論文　粉末収縮低減剤 を添加 した再 乳化形粉末樹脂混入 ポ リマ
ー

　　　　セ メ ン トモ ル タル の 性質 に 及 ぼ す粉末消泡剤の 影響
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要旨 ：本研 究 で は ，粉末収縮低減 剤 を添加 した再 乳化形 粉末樹脂 混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル

タル の 空気量 ，強 さ，乾燥収縮及 び吸水率に 及 ぼす粉末消泡剤の影響に つ い て 検討 し て い る。

そ の結果，
一

部の 例外を除き，再 乳化形粉 末樹脂混 入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル 及 び それ に

粉末収縮低減剤を添加 し た もの の 各種性 質に 及 ぼす粉末消 泡剤 の 添加効果 は，粉末 消泡剤 及

び再 乳化形粉末樹脂 の 種 類 に依存 す る が ，POE ・POP ・モ ノ オ レ イ ル エ ーテ ル が最も優れ た

効果を発揮する 。 従 っ て ， 粉末収 縮低減剤 を添加 し た 再乳化形粉 末樹脂 混 入 ポ リマ
ーセ メ ン

トモ ル タ ル の 使用 に 当 っ て は ，POE ・POP ・モ ノ オ レ イ ル エ
ー

テ ル の 添加が推奨 され る。

キ
ーワー ド ： 再乳化形粉末 樹脂，ポ リマ

ー
セ メ ン トモ ル タ ル ，消泡剤，収縮低減剤，乾燥収縮

　 1．は じめに

　再乳化形粉末樹脂混入ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ

ル は，ポ リマ
ーデ ィ ス パ ージ ョ ン 混 入 ポ リマ

ーセ

メ ン トモ ル タル に比べ て ，練混ぜ水以外 の 材料が

粉体で供給され ，施 工 現場 に お い て 練混 ぜ 水 の み

を 加 え て 使用 で き る prepackaged型 ポ リマ
ー

セ メ

ン トモ ル タ ル 製品 の 製造 が 可 能 で ある。しか し な

が ら，再乳化形粉末樹脂混 入ポ リマ
ーセ メ ン トモ

ル タル は，ポ リマ
ーデ ィ ス パ ージ ョ ン 混入ボリマ

ーセ メ ン トモ ル タル に比 べ て ，そ の 空気量及 び 乾

燥収縮が相当に 大 きい とい う欠 点 を持 っ 1｝。最近 ，

粉末収縮低減剤が 開発 され，大濱ら 2）
に よ っ て ，

再 乳 化形 粉末樹脂 混入 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ

ル の 乾燥収縮低減に は，ポ リエ ーテ ル 系粉末収縮

低 減 剤 の 添加 が最 も有効 で あ る こ と が 明 らか と

な っ た。し か しなが ら，そ の 粉末収縮 低減剤を添

加 し た再乳化形粉末樹脂混入 ポ リマ
ーセ メ ン ト

モ ル タル の 性 質 に 及 ぼす 粉末 消 泡剤 の 種類 の 影

響に つ い て は
，

い ま だ 検討 さ れ て い な い 、な お ，

こ れ ま で も粉末収 縮低減剤 を添加 し な い 場 合 に

お け る粉末消 泡剤 の 検討 を行 い ，そ の 添加率が ほ

ぼ 1．0％ で効果の あ る こ とを確認 して い る。 ／コ
）

　本研 究 で は
， 仕 上 材 や鉄 筋 コ ン ク リー ト構 造

物 用 補修材 と し て の prepackaged 型 ポ リマ
ーセ メ

ン トモ ル タ ル 製 品 の 製造 に 多用 され る 再乳化形

粉末樹脂 と粉末収縮低減剤を添加 し たポ リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル の 性 質に 及ぼす粉末消泡剤 の

種類の影響を検討 し て い る 。

　2．使用材料

　 2．1 セ メ ン ト

　セ メ ン トと して は ， JIS　R　5210（ボ ル トラ ン ド

セ メ ン ト）に 規 定 す る 普 通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン

トを使用 した 。セ メ ン トの 性質をTable　1に 示 す。

　2．2 細骨材

　細 骨材 と し て は，旧 JIS　R5201 （セ メ ン トの 物

理試験方法）に規定する豊浦標準砂を使 用 した。

　2．3 セ メ ン ト混和用再乳化形粉末樹脂

　セ メ ン ト混和用 再乳化形粉末樹脂 と して は，

エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （EVA ），酢酸 ビ ニ ル ・ビ ニ ル

バ ーサ テ ー ト（VAIVcoVa）及 び ポ リア ク リル 酸 エ

ス テ ル （PAE ）粉末を使用 した。再乳 化形粉末樹脂

の 性 質 を Table　2 に示す。

頻 日本 大学大 学院 　工 学研 究科建築学専攻 （正 会員〉

＊ 2 日本 大学教授　工 学部建築学科　工 博 （正 会員 ）

，3 日本 大学教授 　工学 部建築 学科　工 博 （正 会員）
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　2．4 粉末消泡剤

　粉末消泡剤（以 下 ， PA と略称 ）と し て は ， ポ リ

オ キ シ エ チ レ ン （POE ）
・ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン

（POP ）
・モ ノ オ レ イ ル エ

ーテ ル （以下 ，　 PA −1 と 略

称），ポ リオキ シ エ チ レ ン （POE ）
・ポ リ オ キ シ プ

ロ ピ レ ン （POP ）
・テ トラ デ シ ル エ

ーテ ル （以 下，

PA −2 と略 称）及 び ポ リプ ロ ピ レ ン グ リ コ
ー

ル （以

下，PA −3 と略称）粉宋消泡剤を使用 し た 。

　2．5粉末収縮低減剤

　粉宋収縮低減剤（以 下 ，SRA と 略称）と し て は ，

ポ リ エ
ーテ ル 系粉末収 縮低減剤を使用 し た。

　 3．試験方法

　 3．1 供試体の 作製

　 JIS　A 　1171〔ポ リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル の 試験

方法）に 従 っ て ，セ メ ン ト ； 細骨材 ＝1 ： 3（質 量

比），ポ リ マ
ーセ メ ン ト比 （P〆C）を 0，5，10，15

及び 20 ％ ，粉末消泡剤 の 添加 率を 0 及 び 1．0％ 〔再

乳化形粉末樹脂 に対 す る質 量 百分率 ），粉 末収

縮 低減剤の 添加 率を 0 及 び 6．0％ （セ メ ン トに 対

する質 量百分 率）とした調 合 の 供試 モ ル タ ル を，

そ の フ ロ ー値が 170± 5 一
定 と な る よ うに ，水セ

メ ン ト比を調整 して 練混 ぜ た。供試 モ ル タ ル を

寸 法 40x40 　x 　160mm に 成 形 し ， 2d 湿 空

【20℃，80％（RH ）］＋5d 水中（20℃）＋21d 乾燥120℃ ；

50％ （RH ）］養 生 を行 っ て
， 供 試 体を作製 し た 。

　 3．2 空気量試 験

　 JIS　A　l128［フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

トの 空 気量

の 圧力 に よ る試験方法（空気室圧 力方法）】に従

っ て ，モ ル タル 用 エ ア メ
ー

タ
ー

を用 い て ，供試

モ ル タ ル の 空気 量を測 定 した。

　3．3 曲げ及び圧縮強さ試験

　JISAll71 に 従 っ て ，供試体の 曲げ及 び 圧 縮

強 さ試 験を行 っ た e

　3．4 乾燥収縮試験

　供試体を 2d湿 空［20℃、80％（RH ）］＋5d水中（20℃）

養生 し て か ら ， そ の 基 長 を測 定 し た後 ，乾燥

エ20℃ ，50％ （RH ）］養 生 を 行 い ，　 JIS　A　1129（モ ル タ

ル 及 び コ ン ク リ
ー

トの 長 さ変化試験方法）に従 っ

て ，乾燥期間 28d に お ける乾燥収縮を測定 し た。

　3．5 吸水率試験

　JIS　A　117且 に従 っ て ，供 試体 を 20℃ の 静水 に

浸漬 し，水 中浸濱 時間 48h にお ける質量 を測定

して ，吸水率を求め た。

　 4，試験結果及 び考察

　Fig．1 に は ，
　PA 及 び SRA 添 加 の 再 乳化形 粉末

樹 脂 混 入 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル の 空 気 量 と

ポ リマ
ーセ メ ン ト比 の 関係 を示す 。 PAE 混 入 ポ

リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル を除き，再 乳化形 粉末

樹脂 の 種類及び ポ リ マ
ーセ メ ン ト比 に か か わ ら

ず ，PA 及び SRA 無 添加 の 再 乳化形 粉末樹脂混

入 ポ リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の 空 気 量 は ，

Table　l　 Physical　Properties 跚 d　Chemica ］Compositions　of 　Or “inary　Portl跚 “ Cement

Density

（91cm3 ）

　　　　Blaine

Sp。 ci行c 　Surface

　　　（cm2 ／9 ）

Setting　Time

　（h。min ）

Comp τcssivc　Strength　ofMortar
　　　　　　　　　（MPa ）

In面 al　SetFinal 　Set 3d 7d 28d

3．16 3300 2−25 3−30 29．5 44．5 6L3

Chemical　Com 　ositions （％ ）

M SO3 l　 loss
1．4 2，0 L9

Table　2　Proper重ies　of 　Redi叩 ersible 　Polymer　Powders

　　　Type　of
Redispersible

Polymer 　PowderAppearanse

AverageParticle

　Size
（ μ m

　　GlassTr
跏 sition

Point，　Tg
　　　℃

　　　　　　　　pH

卩0％ Water 　Disperslon】

　　　　　　（20℃ ）

EVA White　Powder 85 一5 5．4
VAIVeoVa White 　Powdcr 75 一3 7．5

PAE Whte 　Powder 70 8 8．3
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20．0％以上 で あ り ， 普 通 セ メ ン トモ ル タ ル （PfC ，

0％ ） の それ よ りも著 しく大き い 。一方，PA 及

び SRA 無添 加 の PAE 混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ

ル タル の 空気 量 は ，
15．0〜16．0％ 程度 で あ り，普

通セ メ ン トモ ル タル （PIC ，
0％ ） の それ の 約 2

倍 で あ る。 し か し，再 乳化 形粉末樹 脂 及 び PA

の 種類 に か か わ らず ，PA 及 び SRA 無 添加 の 再

乳化形 粉末樹脂 混入 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル

の 空気 量 は ，PA の 添加に よ り著 し く減少 し，

更 に ，ポ リマ
ーセ メ ン ト比 5％ で 最大値 に 達す

る傾向に あ る。空気量の 上か ら見ると，EVA 及び

VAIVcoVa 混入 ポ リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル に お

い て は，PA −1 の 消 泡効果 が 最 も優れ て お り，次

い で
，
PA −3

，
PA ・2 の 順 に消泡効 果 は劣 っ て くる。

一方，PAE 混 入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル に お

い て は ，PA −3 の 消泡 効果 が最も優れ て お り，次

い で ，PA −1，PA −2 の 順 に消泡効果 は劣 っ て くる。

　　 EVA −Modified　 　　 VAfVeoVa −Modified
　　 ≧ 20．0％ 　　　　　　　　　　　　≧20．0％

20．O　　　　　 Without　PA

　 15．0

露
言
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芝
　　5．0
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W 軸L燗 齶 PAPA4PA ・2PA 尋

W 跏 岨 S臼A 0 ム 囗 ◇

W 醐 鸛 SRA ● ▲ ■ ◆
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Fig．1　Polyme 卜 Cement 　Ratio　vs ．　Air　Co 皿重en 吐of　Polymer −MOdified　Mor 重a 曙 Usi“g　Re曲 per曲 le

　　 Polymer 　Pow “ers 　with 　Powdered 　Antifosmers 　and 　Powdered 　Shrinkage−Reducing 　Agent ・

　Fig．2 に は ，　 PA 及 び SRA 添加 の 再 乳化 形 粉

末樹脂 混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の 曲げ強

10．0

＆o

q6

Q，4

02

（

邸

亀
6

葛
瑟
お
鰹
5
×

。

匡

EVA −Modified

さ とポ リマ
ーセ メ ン ト比 の 関係 を示 す。再乳化形

粉 末樹 脂 の 種 類 及 び ポ リ マ
ー

セ メ ン ト比 に か か

VAfVeoVa −ModifiedPAE −MOdified

Typr　ofPA
W 紬 鵬 哺 PAP ヘー重 PA＿2PAJ

Wid   tSRA 0 △ 【】 ◇

Wi 曲 S聰A ● ▲ ■ ◆

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 L ＿L＿亠＿亠 ＿i　　 L ＿1＿亠＿亠＿」
　　　　　 0　　5　10　15　20　　　　　　　　　0　　5　10　15　20　　　0　　5　互O　l5　20
　　　　　　　　　　　　　　　 Polymer−Cement ・Ratio（％ ）
Fig．2　PoIymer −Cement 　Ratio　vs ・　Flexurat　Strength　of 　Po置ymer −MOdified　Mortars　Using

　　 Redispersible　Pe且ymer 　？owders 　with 　Powdered 　Antifoamers　and 　Powdered

　　 Shrinkage−Reducing　AgenL
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わ らず，PA 及 び SRA 無添加 の 再乳化形 粉末樹

脂混入 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル の 曲げ強さ は ，

SRA の 添加 に よ り減 少す る 。

一
部 の 例外 を除 き ，

再 乳 化 形 粉末樹 脂 の 種 類 に か か わ ら ず ，PA 及

び SRA 無添加 の 再乳化形粉末樹脂混入 ポ リマ

ーセ メ ン トモ ル タル の 曲げ強 さは，ポ ワマ
ーセ

メ ン ト比 の 増加 に伴 っ て 増大す る と 共 に ， 更 に ，

PA の 添加 に よ り増大す る 。 再乳化形 粉末樹脂

及び PA の 種類に か か わ らず ，　 SRA 添 加 で PA

無 添 加 の 再 乳 化 形 粉末樹 脂 混 入 ポ リマ
ーセ メ ン

30．o　 EVA −Modified

言

叟25・〇

三

醤20．0

舅
015 ．0
≧

馨
拭 10．0

暮
Q5

．0

トモ ル タル の 曲 げ強 さは ， ポ リマ
ーセ メ ン ト比

の 増加 に伴 っ て 増大す る と共 に ，更 に ，PA の

添 加 に よ り増大す る 。 再乳化形 粉末樹脂 混入 ポ

リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル 及 び そ れ に SRA を 添

加 し た もの の 曲 げ強 さの PA 添加 に よ る 増大 は ，

Fig．1 に示 したよ うに，　 PA の 添 加 に よる再乳化

形 粉末樹 脂 混入 ポ リ マ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル の 空

気量の 減少 に起 因する もの と考える 。

　Fig．3 に は ，
　 PA 及び SRA 添 加 の 再乳化形粉

末 樹脂 混 入 ポ リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の 圧 縮 強

VA ／VeoVa −ModifiedPAE −Modified

Typp 　o「PA

W 唖舳 擘PAPA −1PA ＿2PA −」
Wi   じSRA 0 △ 口 ◇

Wi翰 SRA ● ▲ ■ ◆

0　　5　 10　15　20
一 一 一

　 　 　 〇　　5　 10　15　20
Polymer−Cement 　Ratio（％）

一 一 一

〇　　5　10　15　20

Fig．3　Po皿ymer −CemenI 　Ratio　vs ．　Compressive　S¢rength 　ofPoiyme 卜 Modified　Mortars　Using

　　 Redi叩 ersible 　Polymer 　Powders 　with 　Powdered 　Antifoamers　and 　Powdered
　　 Shri皿 kage−Reducing　Agent．

さ とポ リマ
ーセ メ ン ト比 の 関係 を示 す。再乳 化

形粉末樹 脂 の 種類 及び ポ リマ
ー

セ メ ン ト比 に か

か わ らず，PA 及 び SRA 無添加 の 再 乳 化形 粉末

樹 脂混 入 ポ リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル の 圧 縮強 さ

は ，SRA の 添加 に よ り減少す る。PAE を除き，

再 乳化形 粉末樹脂及び PA の 種類に かか わ らず，

PA 及 び SRA 無 添 加 の 再 乳化 形 粉末樹 脂 混入 ポ

リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の 圧 縮強さは，ポ リマ

ー
セ メ ン ト比 の 増加 に 伴 っ て 減少 す る も の の ，

PA の 添 加 に よ り，そ の 減少割合は 小 さ く な る 。

再乳化形 粉末樹 脂及 び PA の 種 類 にか か わ らず ，

SRA 添加 で PA 無 添加 の 再乳化形粉末樹脂混入

ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の 圧 縮強 さは ，ポ リ

マ
ー

セ メ ン ト比 の 増加 に伴 っ て 減少 す る もの の ，

PA の 添加 に よ り，そ の 減少割 合 は 小 さくな る 。

再 乳化 形粉 末樹脂 混 入 ポ リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ

ル 及 び そ れ に SRA を添 加 し た もの の 圧 縮強 さ

の PA 添加 に よる改善は，　Fig．1 に示 した よ うに ，

PA の 添加 に よ る 再 乳 化 形 粉末樹脂 混 入 ポ リマ

ーセ メ ン トモ ル タ ル の 空気量 の 減少 に起因す る

もの と考え る。強さの 上か ら見ると，EVA 及び

VA ／VeoVa 混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル に お い

て は ，PA −1添加時の 強 さが最も大 き く，次 い で ，

PA・3，　PA −2 添加 の 順 に 強 さ は 小 さくな る。一方，

PAE 混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タル に お い て は ，

PA −3 添加時 の 強 さが最も大 きく ， 次い で ，
　PA−1，

PA −2 添加の 順に強 さは小 さくなる。

　Fig．4 に は ，　 PA 及 び SRA 添加 の 再 乳化形 粉

末樹 脂混 入 ポ リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル の 乾燥 期

間 28d に お ける 乾燥収縮 と ポ リマ
ーセ メ ン ト比
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の 関係 を示 す。再 乳化 形粉末樹脂及 び PA の 種

類に か か わ ら ず ，PA 及 び SRA 無 添加 の 再 乳化

形粉末樹脂混入 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル の 乾

燥収縮は ，ポ リ マ ーセ メ ン ト比 の 増加に 伴 っ て

著 し く 増 加 す る も の の ，PA の 添 加 に よ り，そ

の 増加割 合 は 小 さくな る 。再 乳化形 粉 末樹脂 の

種類 に か か わ らず，PA 及 び SRA 無添加 の 再 乳

化 形 粉末樹脂 混 入 ポ リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の

乾燥収縮 は ， SRA の 添加 に よ っ て 減 少 し ， 更 に ，

PA と SRA の 併用添加 に よ っ て 著 しく減 少す る。

再乳化形 粉末樹 脂 混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ

ル 及 び そ れ に SRA を 添 加 し た も の の PA 添 加 に

よる乾 燥収縮 の 減少 は，Fig．1に示 した よ うに，

PA の 添加 に よ る 再 乳 化 形 粉末樹脂混入 ポ リマ

ーセ メ ン トモ ル タル の 空気量 の 減少 に起 因す る

もの と考え る。乾燥収縮 の 上 か ら見 る と，EVA

及 び VA 八reoVa 混入 ポ リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル

に お い て は ，　 PA ・1 添加 時 の 乾燥収 縮低減 効果

が 最 も優れ て お り，次 い で ，PA ・3，　 PA・2 添加

の 順 に 劣っ て くる。一
方 ，PAE 混入 ポ リマ

ーセ

メ ン トモ ル タル に お い て は ， PA ・3 添 加 時の 乾燥

収縮低 減効果 が最 も大 き く，次 い で ，PA −1，PA −2

添加 の 順 に 劣 っ て く る 。
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　Fig．5 に は ，　 PA 及 び SRA 添加 の 再 乳化形粉

末樹脂混入 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル の 水 中浸

漬時間 48h にお け る吸 水率 とポ リマ
ーセ メ ン ト

比 の 関係 を示す。PAE を除 き，再 乳 化形粉末樹

脂 の 種 類及 び ポ リマ
ーセ メ ン ト比 に か か わ らず ，

PA 及 び SRA 無添加 の 再乳化 形粉末樹脂混 入 ポ

リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル の 吸 水 率 は ，SRA の 添

加 に よ り増大する 。再乳化形 粉末樹脂 の 種類に

か か わ らず ，PA 及 び SRA 無 添加 の 再 乳化形 粉

末樹脂 混 入 ポ リ マ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル の 吸水 率

は ，
ポ リマ ーセ メ ン ト比 の 増加 に 伴 っ て 減少 す

る と 共 に ，更 に ， PA −1 及 び PA −3 の 添加 に よ

り 減少す る。再 乳化形 粉末 樹脂 及び PA の 種 類

に か か わ らず，SRA 添加 で PA 無添加 の 再 乳化

形 粉末樹脂混入 ポリマ
ーセ メ ン トモ ル タル の 吸

水 率 は ，ポ リマ ーセ メ ン ト比 の 増加 に 伴 っ て 減

少 す る と 共 に
， 更 に

，
PA −1 及 び PA −3 の 添加

に よ り減少 する 。
一

方 ，SRA 添 加 の 有無に か か

わ ら ず，　 PA −2 添加 の 再乳 化形 粉末樹 脂混 入 ポ

リマ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル の 吸水 率 は ，PA 無 添

加 の それ よ りも大 き い 。PA・2 を除き，再乳化 形

粉 末樹 脂 混 入 ポ リマ
ー

セ メ ン トモ ル タル 及 びそ

れ に SRA を添加 し た も の の 吸水 率 の PA 添加 に

よ る 減 少 は ，Fig．1 に 示 し た よ うに ，　 PA の 添 加

一 167一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

に よる再乳化 形粉末樹 脂 混入 ポ リマ
ーセ メ ン ト

モ ル タ ル の 空気量 の 減少 に 起 因 す る もの と考え

る。吸 水率 の 上 か ら 見 る と，EVA 及 び VAfVeoVa

混入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル に お い て は，

PA ・1 添加 時 の 吸水率が 最 も小 さ く ，次 い で ，

PA・3，
　 PA−2 添加 の 順 に吸 水率 は大 き くな る 。

一方，PAE 混入 ポ リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル に お

い て は ，PA −3 添加 時 の 吸水 率 が 最 も 小 さ く，次

い で ，PA −1，　 PA ・2 添加 の 順 に 吸水 率は大 き く

な る。

14．0

　

exe　 l　2．
言
ε 10．0

舅 8．o
＜

聾 6．o
｝
亭　4．0
等

　 　 2．0

EVA −Modified VA 〃 eoVa −Modified　　 PAE −Modi 丘ed

Type 　ofPA

Wi 曲 o凹t　PAPA −1PA ・2PA δ

W   o膃電 SRA o △ 囗 ◇

Wi 曲 SRA ● ▲ ■ ◆

0　　5　 10　15　20
一

　 　 　 〇　　5　 10　15　20
Polymer−Cement 　Ratjo（％ ）

一 一 一 一

〇　　5　 10　15　20

Fig5 　Polymer −Cement　Ratio　vs ．　48−h　Water 　Absorption　of　Po且ymer −Modified　Mortars　Using

　　 Redi叩 ersib ］e　Polymer　Powders 　wi 重h・Powdered ・Antifoamers・and ・Powdered

　　 ShIin  ge−Reducing　Agent ．

　5．結論

　以 上 の 試験 結果 を結論づ けれ ば，次 の とお り

で あ る。

（1）　
一

部 の 例外 を除 き，再 乳 化形粉末樹脂 及

　　び PA の 種類 ，　 SRA の 添加 の 有無 並 び にポ

　 　 リマ
ーセ メ ン ト比 に か か わ らず ，再 乳化形

　 　粉 末樹 脂 混 入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル

　　で は ，PA の 添加に よ っ て ，そ の 空気量 は

　　減 少 し，そ の 曲げ及 び圧 縮 強 さ は 改 善 され ，

　　そ の 乾燥 収 縮 及 び 吸水 率 は 小 さ くな る 傾

　 　向 に あ る。

（2） PAE を除 き ，再 乳 化形 粉末 樹脂 混 入 ポ

　 　リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル 及 び そ れ に SRA

　 を 添加 し た も の の 各種性 質に 及 ぼ す PA

　 の 添加 効 果 は ，PA 及 び 再 乳化 形 粉末樹 脂

　 の 種類 に 依存す る が ，PA −1 が 最 も優れ て

　 い る 。

（3） 以 上の こ とか ら，PAE を除き，再乳化形粉

　 末樹脂混 入 ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル 及びそ

れに SRA を添加 した もの の 使用 に 当っ て は ，

粉末消泡剤 と し て POE ・POP ・
モ ノ オ レ イル

エ
ーテ ル （PA −1） の 添加 が 推奨される。
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